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山口市議会スポーツ応援議員連盟設立総会での
集合写真です。
議員 31 名が構成員となり、本市のスポーツや
武道が盛り上がるように、積極的に応援してい
きます。



１件

予算

５件

事件議決

５月５月
臨時会臨時会

上程された議案

2024年
５/17

新たに議長・副議長を選出しました新たに議長・副議長を選出しました

■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和６年度山口市一般会計補正予算（第１号）

事　件　議　決
●山口市税条例の一部を改正する条例に関する専決処分について
●山口市都市計画税条例の一部を改正する条例に関する専決処分について
●�山口市企業の地方拠点強化の促進のための固定資産税の不均一課税に関する条例の一部を
改正する条例に関する専決処分について
●固定資産評価員の選任について（敬称略）
　　古谷　一成（新任）
●監査委員の選任について（敬称略）
　　馬越　帝介（新任）
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議長　入江　幸江

副議長　村上　満典
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上程された議案

１件

請願

2024年
6/10～7/1

　本市では、本年３月に山口市中学校部活動の地域クラブ活動への移行に
関する推進方針が策定された。今年度から部活動地域移行推進室が設置され、当
初予算には、移行に向けた実証事業に約1,700万円が計上されている。
　こうした中、現在も、指導者や活動環境の確保、送迎を含む保護者の負担など
多くの課題があり、地域移行の開始時期も明確になっていないことから、関係者
が準備に着手できない状況にあると指摘した。

　執行部からは、生徒に寄り添った生徒ファーストの視点
に立ち、令和８年度に県内で開催される全国中学校体育大
会や、今年度入学した１年生が、３年生最後の大会まで部
活動に取り組める環境を確保するため、地域移行の開始時
期を令和８年９月としたいとの答弁があった。

　豪雨災害や地震に対する防災や減災の取組について質問し、執行部から
は、現在実施している取組や今後進めていく取組について答弁があった。
・集中豪雨への対応として、緊急度の高い河川から浚渫を実施する。
・内水氾濫への対応として、新たに高機能の排水ポンプを導入した。
・�地震への備えとして、木造住宅の耐震化やブロック塀の除却に対する助成制度を設けている。また、
家具等の転倒防止促進策については検討を行う。
・「山口市防災ポータル」を新設し、様々な防災情報の発信を行っている。
・避難行動要支援者等管理システムを導入し、避難マイプランの作成に努め、逃げ遅れゼロを目指す。
・�避難所運営ガイドラインにプライバシーの確保について明記した。これを踏まえ、避難所の間仕切
りやテント等の備蓄について計画的に整備を進め、避難所生活が長期化しても安心して過ごせる環
境を整える。

部活動地域移行の先行き

自然災害への備え

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

　５月11日にニューヨークで開催された「ジャパンパレード＆ストリートフェア
2024」に、本市から伊藤市長をはじめ19名が参加し、山口市の魅力を発信された
ことに関し、参加に至る経緯や意義、約2,000万円の費用に対する妥当性につい
て説明を求めた。
　執行部からは、今回のパレード参加について、在ニューヨーク日本総領事館か
ら県などを通じ参加の打診を受け、本市の認知度をさらに向上させる絶好の機会
と捉え、参加する方針に至った旨の説明
があった。また、パレードについての発
信は、日本とアメリカのテレビ・新聞等
で104件、ユーチューブでの視聴は、１か
月で８万件を超えるなど大きな反響があ
り、今後の経済効果への期待を示すととも
に、現地での人的ネットワークの構築がで
きたとし、その意義を明らかにした。

ジャパンパレード＆ストリートフェア2024への
参加について

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会
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　脱炭素先行地域の取組の一環として、市公共施設に PPA（電力購入契約）方式により太陽
光発電設備を導入する事業に対し、国から地域脱炭素移行・再エネ推進交付金2,666万6千円が交付
決定された。この事業は、山口市のほか、山口市と民間事業者の共同出資により設立された山口グリー
ンエネルギー株式会社、太陽光発電設備を設置する PPA事業者の３者で推進することとしており、国
からの交付金は PPA事業者に対して交付する。
　委員からは、山口市の第三セクターである山口グリーンエネルギー株式会社の事業運営において、
今後、市や市議会が事業費等の正当性や妥当性についてどのようにチェックしていくのかといったガ
バナンスへの不安や意見、指摘がなされた。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

地域新電力会社　今後の展開

　コロナ禍の影響で公共交通利用者が減少し、元の水準には戻っていない上に、2024年問題に
よる運転手不足の影響もあり、バス路線の廃止や減便が行われている。一方、DXや技術の進展は目
覚ましく、これらにより、公共交通の直面する諸課題の解決ができないか期待を寄せる。
　本市に数多くある遮断機や警報機のない第４種踏切の安全対策として、JR西日本では「踏切ゲート
-Lite」の導入・設置を進めている。設置費用が通常の踏切改良の10分の１程度に抑えられ、特に効果
的な簡易ゲートであるため、市としても、市民の安全を守るという面から、JR西日本に対してしっか
り働きかけをするとともに、整備が進むまでの間についても安全性を高めるための特段の取組を求めた。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

公共交通の今後について

▶スキーム図をもとに仕組みを説明すると
　�①市が市役所新本庁舎と白石地域交流センターの屋
根を PPA事業者に無償で貸し出す。
　�② PPA 事業者は自社負担により太陽光発電設備等
を設置する（市は初期投資なしで太陽光発電設備を
導入することができる）。
　�③④発電した電気は、PPA 事業者から山口グリー
ンエネルギー株式会社が購入する。
　�⑤⑥グリーンエネルギー株式会社は、市に売電する。

　５月には山口商工会議所から要望が、６月には大内地域住民から請願が提出され、経済界や
市民から注目されるとともに、不安視もされている。
　サウンディング型市場調査（※）の結果や、「農業試験場等跡地利用検討協議会」の中間整理が公表
されたが、交通渋滞対策や雨水排水対策の状況などは見えにくく、「農業試験場等跡地利用検討協議会」
の検討状況に対する質問がなされた。
　また、10月頃には基本計画が公表される予定であり、市民の意見を集約する方法として、大内地区
の全戸アンケート、説明会や意見交換会、地域交流センターや市役所で気軽に意見を言える場などを
提案する意見もあった。
（※）サウンディング型市場調査…民間事業者との対話によって市場の動向や活用アイデアなどを把握する調査の手法。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

６月定例会６月定例会

山口県農業試験場等の跡地利用　検討状況をわかりやすく！　

JR山口線新駅設置に係る調査結果についてのやりとり
　 �概算事業費約20億６千万円の費用に対し、新規利用者数が少なく採算が取れないのではないか。設置するこ
ととなった場合の事業費負担について、自治体が新駅建設を要請する請願駅の場合、100％自治体負担となる
場合が多いが、利用者増加により JRの収益が増すのであれば、応分の負担を求めるべきではないか。

 　�新駅の設置は一旦保留とし、今後のまちづくりの進展や社会経済情勢等の変化を慎重に見定めることが必要
である。

問

答

【スキーム図】
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予算

●令和６年度山口市一般会計補正予算（第２号）
●令和６年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第
１号）

条例

●山口市税条例の一部を改正する条例
●山口市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●山口市水道事業等布設工事監督者の配置基準及び資格
基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の
一部を改正する条例

事件議決

●住居表示を実施する区域及び住居表示の方法について
●重源の郷体験交流公園の指定管理者の指定について
●道の駅仁保の郷大規模改修電気設備工事の請負契約の
締結について
●道の駅仁保の郷大規模改修工事の請負契約の締結につ
いて
●山口市新本庁舎棟新築工事の請負契約の一部を変更す
ることについて
●山口市新本庁舎棟新築電気設備工事の請負契約の一部
を変更することについて
●山口市新本庁舎棟新築機械設備工事の請負契約の一部
を変更することについて
●（仮称）湯田温泉パーク新築工事の請負契約の一部を
変更することについて
●鋳銭司第二団地用地の売払いについて
●消防ポンプ自動車の取得について
●高規格救急自動車の取得について
●山口市立小中学校電子黒板等の取得について（２件）

●農業委員会の委員の任命について（１９件）（敬称略）
　　再任	 荒瀨 澄枝	 伊藤 良一	 井上 浩一郎
		  上田 正士	 小野 基之	 山 濶之
		  賀屋 忠之	 恒冨 竹司	 德田 文雄
		  長尾 誠大	 中川 惠美子	 藤原 敏郎
		  安田 敏男	 安野 正純

　　新任	 小野 悟	 中野 克俊	 西村 健
		  八木 学	 吉武 和子

議案議案のの審議結果審議結果

■■■■■■ 賛否賛否がが分分かれたかれた議案議案とと審議結果審議結果（○は賛成、×は反対）

議　　案
審議
結果

未

来

志

行

山

口

や
ま
ぐ
ち
有
隣
会

県
都
創
生
山
口

公

　

明

　

党

高

　

志

　

会

市

民

ク

ラ

ブ

日

本

共

産

党

地
域
政
党 

や
ま
ぐ
ち
の
風

事件議決

山口県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する
協議について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

湯田温泉パークの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

請　　願 農業試験場跡地利用計画に市民の意見を反映する
よう求める請願 不採択 × × × × × × ○ ×

農業委員会の委員とは
農地利用の最適化の推進に関する指針の決定、農地の
権利移動の許可、農地転用許可に当たって具申すべき
意見の決定、農地利用の最適化の推進に関する施策に
ついて提出する意見の決定等を行います。（任期は３
年）農業委員の任命に当たっては、市長が農業に関す
る識見を有する者等のうちから候補者を決定し、議会
の同意を得ることが必要とされています。

東部方面隊小鯖分団に配備される消防ポンプ自動車

中央消防署に配備される高規格救急自動車

【イメージ】

【イメージ】
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わ
い
創
出
共
同
企
業

体
﹂
を
選
定
し
た
︒

　
審
査
に
お
い
て
は
︑
安
全

安
心
な
施
設
管
理
が
見
込

め
る
こ
と
に
加
え
︑
地
域
と

連
携
し
た
多
様
な
交
流
事

業
の
提
案
と
地
元
飲
食
店

等
と
連
携
し
た
カ
フ
ェ
運

営
な
ど
の
地
域
内
外
の
企

業
と
の
連
携
に
よ
る
自
主

事
業
の
提
案
に
よ
り
︑
施
設

の
目
的
で
あ
る
多
様
な
に

ぎ
わ
い
の
創
出
が
期
待
で

き
る
点
な
ど
を
評
価
し
︑
同

法
人
の
選
定
に
至
っ
た
︒

（
担
当
部
局
:
交
流
創
造
部
）

　
今
期
定
例
会
で
は
︑
昨
今
の
人
件
費
の
改
定
や
物
価
高
騰
な
ど
の

環
境
変
化
に
よ
り
︑
事
業
展
開
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
︑
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
た
︒

　
今
後
︑
各
地
域
の
現
状
把
握
を
行
い
︑
分
析
し
た
上
で
︑
来
年
度

の
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
予
算
編
成
ま
で
に
は
方
向
性
を
示
し
た
い

と
い
う
市
の
考
え
を
確
認
し
た
︒�

（
担
当
部
局
:
地
域
生
活
部
）

湯
田
温
泉
パ
ー
ク
の
指
定
管
理
者
の

選
定
に
つ
い
て

生活環境
委員会

地
域
づ
く
り
交
付
金
の
今
後
の
在
り
方
は

生活環境
委員会

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織
の
取
組

総務
委員会

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育
民
生
」

「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予
算
決
算
」

の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、各
委
員
会
が

所
管
す
る
部
局
の
議
案
や
業
務
等
の
審

査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

各委員会の所属議員、�
所管する部局、日程など、�
詳しくは市議会ウェブ
サイトに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

新
本
庁
舎
棟
新
築
工
事
等
の

契
約
の
一
部
を
変
更

総務
委員会

　
新
本
庁
舎
整
備
事
業
に
お
け
る
３
つ
の
工
事
請
負
契
約
を
増

額
す
る
変
更
契
約
を
し
た
︒
増
額
理
由
と
し
て
︑
新
築
工
事
及

び
機
械
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
︑
施
工
に
係
る
労
務
費
及
び
工

事
材
料
費
価
格
の
上
昇
に
伴
い
︑
契
約
約
款
の
規
定
に
基
づ
き
︑

契
約
金
額
を
増
額
し
た
︒
ま
た
︑
電
気
設
備
工
事
に
つ
い
て
は
︑

労
務
費
及
び
工
事
材
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
︑
庁
舎
運
用
の
協

議
を
進
め
る
中
︑
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
を
図
る
た
め
に
建
物

や
諸
室
へ
の
入
退
室
を
制
御
す
る
電
子
錠
や
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

な
ど
の
設
備
を
増
や
す
と
と
も
に
付
随
す
る
制
御
シ
ス
テ
ム
の
追
加
に
よ
り

契
約
金
額
を
増
額
し
た
︒�

（
担
当
部
局
:
総
務
部
）

　

自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
は
︑
様
々
な
防
災
活
動

を
自
主
的
に
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
︒
避
難
情
報

発
令
時
は
︑
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
箇
所

の
見
回
り
は
か
え
っ
て
危
険
な
た
め
︑
ま
ず
は
身
の

安
全
を
確
保
し
た
上
で
︑
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
う

等
︑
組
織
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
︒
取
組
の
好
事

例
と
し
て
︑
市
が
発
令
し
た
避
難
情
報
を
︑
連
絡
網

を
活
用
し
て
全
戸
に
避
難
の
呼
び
か
け
を
さ
れ
た
こ

と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
︒�

（
担
当
部
局
:
総
務
部
）

・�率先避難等の取組については、
自らの安全確保を第一とされ
た上で、引き続き、地域防災
の向上に努めていただきたい。

委員の意見

問  �指定管理者候補者選定基準の管理運営経費の縮減の視点につい
て、適切に判断できる選定委員の構成となっていないのではな
いか。

答  �本施設が持つ多様な機能の中で、それぞれの分野に対応した学
識経験者や民間経験者の方に審査をお願いした。経営の助言等
を行う団体の方にも委員になっていただいている。

問  �地域住民から選出された選定委員がいない中で、館長や総合プ
ロデューサーの人選に係る提案をどのように判断したのか疑問
がある。地域との連携について尽力されたい。

答  �館長や総合プロデューサーの選定から就任に当たっては、今後、
地域の意見を伺いながら、信頼関係を築けるよう進めていく。

賛否に係る委員の意見☞
・�委員会審査時にも指摘したとおり、本件に係る選定委員について

は、民間団体から選出されたとは言っても、民間の経験者とは言
い難い人選となっており、賛成できない。

・�指定管理者候補者の選定については、２者の応募があり、それぞ
れの提案内容を比較した上での結果であり、妥当と考える。

こんな議論をしました
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道
の
駅
あ
い
お
移
転
整
備
は
︑
敷
地
の
ゾ
ー
ン
ニ

ン
グ
や
道
の
駅
と
し
て
必
要
な
機
能
に
つ
い
て
︑
秋

穂
地
域
の
方
や
道
の
駅
関
係
者
の
方
か
ら
ご
意
見
を

伺
う
た
め
︑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開

催
し
て
い
る
︒
引
き
続
き
︑
地
域
の
方
や
道
の
駅
関

係
者
の
方
か
ら
ご
意
見
を
伺
い
つ
つ
︑
県
と
も
調
整

を
図
り
な
が
ら
︑
10
月
頃

に
基
本
設
計
を
取
り
ま
と

め
て
い
く
︒

�（
担
当
部
局:農
林
水
産
部
）

・�ワークショップ等を行い地域の方の意見を聞き、
基本設計の参考にすることは評価するが、プ
ロポーザルで決まった設計者のコンセプトや思
いも生かして取り組んでいただきたい。

委員の意見

一
般
国
道
２
号
台
道
・
鋳
銭
司
拡
幅

新
規
事
業
化

農林建設
委員会

　
全
国
の
公
立
小・中・高
等
学
校
の
う
ち
︑文
部
科
学
省
が
設
け
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
通
信
速
度
の
推
奨
値
を
満
た
し
た
学
校
が
２
割
に
と
ど
ま
る
と
の

文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
が
令
和
６
年
４
月
に
公
表
さ
れ
た
︒

　

調
査
結
果
の
公
表
を
受
け
て
改
め
て
測

定
し
た
と
こ
ろ
︑
本
市
の
市
立
小
・
中
学

校
で
は
︑
49
校
中
47
校
が
通
信
速
度
の
推

奨
値
を
満
た
し
て
い
た
︒

　

残
り
の
２
校
に
つ
い
て
も
︑
通
信
契
約

の
見
直
し
に
よ
り
︑
令
和
６
年
度
末
ま
で

に
は
通
信
速
度
の
推
奨
値
を
満
た
す
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
︒

�

（
担
当
部
局
:
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

４
月
１
日
に
国
土
交
通
省
か
ら
﹁
一
般
国
道
２
号

台
道
・
鋳
銭
司
拡
幅
﹂
の
新
規
事
業
化
が
発
表
さ
れ
︑

当
該
区
間
の
４
車
線
化
と
歩
道
の
設
置
に
向
け
た
事

業
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
今
年
度
は
︑
事

業
主
体
で
あ
る
国
土
交
通
省
の
主
導
の
下
︑
地
元
や

関
係
団
体
等
へ
の
事
業
説
明
及
び
測
量
等
の
着
手
が

見
込
ま
れ
て
お
り
︑
山
口
市
と
し
て
も
︑
国
︑
県
︑

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
整
備
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
︒�（
担
当
部
局
:
都
市
整
備
部
）

市
立
小
・
中
学
校
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の
状
況
は

教育民生
委員会

・�地元では事業化に期待する
反面、不安に思われる方も
おられるため、丁寧な説明や
相談に努めていただきたい。

委員の意見

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
の

取
組
状
況
に
つ
い
て

教育民生
委員会

　
対
象
者
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
︑
今
年
度
は
接
種
案
内
の
封
筒

に
工
夫
を
加
え
る
等
︑
個
別
勧
奨
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
︒

　
学
生
に
向
け
た
接
種
勧
奨
と
し
て
は
︑
大
学
で
開
催
す
る
健
康

セ
ミ
ナ
ー
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
を
予
定
し
て
お
り
︑
今
後
も
学
校

等
の
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
啓
発
に
取
り
組
み
た
い
︒

　
ま
た
︑
地
域
に
多
い
薬
局
を
通
じ
て
︑
接
種
対
象
者
等
が
ワ
ク

チ
ン
の
情
報
を
対
面
で
入
手
で
き
れ
ば
︑
ワ
ク
チ
ン
へ
の
理
解
も

深
ま
り
︑
接
種
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
︑

薬
剤
師
会
と
の
連
携
は
大
変
有
効
だ
と
考
え
て
お
り
︑
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
︑
今
後
取
組
を
進
め
た
い
︒

�

（
担
当
部
局
:
健
康
福
祉
部
）

道
の
駅
あ
い
お
移
転
整
備
の

進
捗
状
況
は

農林建設
委員会
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁を合わせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード 　 から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。 ※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
令
和
７
年
度
に
新
市
発
足
20

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
︑
合

併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
総
括
と
今

後
の
展
望
を
伺
う
︒
ま
た
︑
担
い

手
が
減
少
し
て
い
る
中
︑
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
人
材
育
成
や
仕
組

み
の
再
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
︑
今
後
の
方
向
性
と
展
望

を
伺
う
︒

　
　

新
市
発
足
以
降
︑
人
口
減
少

に
備
え
た
未
来
へ
の
投
資
や

市
民
生
活
を
支
え
る
基
盤
整
備
︑

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
積
極
的

に
進
め
て
き
た
中
で
︑
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
は
一
定
の
成
果
が
出
て

い
る
と
総
括
し
て
い
る
︒
今
後
も
︑

従
来
の
施
策
展
開
に
加
え
︑
新
た

な
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
︑

後
期
基
本
計
画
に
お
け
る
６
つ
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
っ
か
り

と
進
め
て
い
く
︒
ま
た
︑
地
域
づ

く
り
に
お
け
る
人
材
育
成
や
仕
組

み
の
再
構
築
に
つ
い
て
検
討
の
必

要
性
を
認
識

し
︑
令
和
７

年
度
後
半
に

は
着
手
し
た

い
と
考
え
て

い
る
︒

問答

未来志行山口
原 真也

行政 新市発足20年に向けた総括と今後の展望！

　
　
大
規
模
広
範
囲
な
自
然
災
害

の
発
生
時
に
は
︑
本
市
職
員

が
中
心
と
な
り
応
急
復
旧
な
ど
を

担
う
こ
と
に
な
る
が
︑
十
分
な
経

験
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
の
確
保

が
で
き
て
い
る
と
は
言
い
難
い
︒

人
材
確
保
の
た
め
︑
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
伺
う
︒

　
　
技
術
職
員
の
確
保
が
全
国
的

に
難
し
い
中
で
︑
本
市
で
は
︑

受
験
可
能
年
齢
の
引
上
げ
や
学
歴

要
件
の
緩
和
︑
試
験
日
程
の
前
倒

し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
︒
今

後
も
職
員
募
集
方
法
の
見
直
し
や

職
員
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
み
︑

優
秀
な
職
員
の
確
保
に
努
め
る
︒

ま
た
︑
今
回
策
定
し
た
山
口
市
人

材
育
成
・
確
保
基
本
方
針
に
︑
仕

事
を
通
じ
た
人
材
育
成
風
土
の
醸

成
に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て
お

り
︑
職
員
が
知
識
や
経
験
︑
技
術

を
蓄
え
︑
成
長
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
仕
事

の
組
立
て

や
人
材
育

成
に
重
点

的
に
取
り

組
ん
で
い

く
︒ 問答

やまぐち有隣会
山本 浩二

行政 十分な経験と技術とを備えた職員の確保を！

　
　
﹁
ず
っ
と
安
心　

元
気
山
口
﹂

の
実
現
に
向
け
て
︑
今
後
︑

中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
項

に
つ
い
て
︑
市
長
の
考
え
を
伺
う
︒

　
　

中
長
期
的
な
取
組
と
し
て
︑

持
続
可
能
な
未
来
都
市
づ
く

り
を
重
視
し
て
お
り
︑
人
材
育
成

の
Ｈ
Ｘ
︑
デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の

Ｄ
Ｘ
︑
地
域
脱
炭
素
推
進
の
Ｇ
Ｘ

の
取
組
を
進
め
て
い
く
︒
未
来
を

担
う
人
材
育
成
の
Ｈ
Ｘ
は
︑
あ
ら

ゆ
る
施
策
分
野
で
中
長
期
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
て
お
り
︑
人

材
育
成
を
通
じ
て
︑
中
小
企
業
や

農
林
水
産
業
な
ど
の
分
野
︑
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
社
会

教
育
活
動
や
地
域
活
動
等
の
分
野

で
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
︒
本
市

の
最
大
の
資
源
は
人
で
あ
り
︑
人

材
育
成
や
人
へ
の
投
資
に
つ
な
が

る
社
会
基
盤
整
備
や
ソ
フ
ト
事
業

の
展
開
は
︑
財
政
計
画
上
の
バ
ラ

ン
ス
を
図

り
つ
つ
︑

継
続
的
か

つ
中
長
期

的
に
進
め

て
い
き
た

い
︒ 問答

県都創生山口
野島 義正

行政 中長期的な取組のうち優先すべき事項は
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本
市
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
対
策
の
取

組
に
つ
い
て
︑
所
見
を
伺
う
︒

　
　

本
市
で
は
︑
令
和
４
年
死
亡

総
数
２
︐
４
５
６
人
に
対
し
︑

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
死
因
と
す
る
死
亡
者

数
は
41
人
︒
山
口
市
健
康
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
は
︑
喫
煙
率
の
さ

ら
な
る
低
下
を
図
る
た
め
︑
国
や

県
の
た
ば
こ
対
策
を
踏
ま
え
て

﹁
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
市
民
の

割
合
を
９
％
以
下
︑
た
ば
こ
を

吸
っ
て
い
る
妊
婦
の
割
合
を
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
﹂
と
具
体
的
な
目
標

を
設
定
し
︑
内
容
を
工
夫
し
た
情

報
発
信
に
よ
り
周
知
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
︒
認
知
度
向
上
の
た

め
︑
県
と
連
携

し
た
取
組
な
ど
︑

機
会
を
捉
え
幅

広
く
啓
発
に
取

り
組
む
こ
と
で
︑

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
発

症
・
重
症
化
予

防
に
努
め
て
い

く
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
給
水
ス
ポ
ッ
ト
対
策

○
学
校
図
書
館
の
充
実

問答

公明党
栗林 正

健康 COPD（慢性閉塞性肺疾患）対策について！

　
　

水
害
（
洪
水
・
土
砂
災
害
）

等
避
難
行
動
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
指
針
に
つ
い
て
︑
市
の
考

え
を
伺
う
︒

　
　

こ
の
指
針
は
︑
水
害
等
発
生

時
︑
自
主
防
災
組
織
等
に
自

主
的
に
早
め
の
避
難
行
動
を
と
っ

て
も
ら
う
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
の

た
め
の
指
針
で
︑
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

と
は
︑
い
つ
︑
ど
こ
へ
︑
ど
の
よ

う
な
避
難
を
す
る
か
を
定
め
て
お

く
計
画
で
あ
る
︒
本
市
で
は
︑
今

年
度
︑
避
難
行
動
要
支
援
者
等
管

理
シ
ス
テ
ム
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

管
理
す
る
機
能
を
追
加
す
る
予
定

で
︑
ま
ず
は
一
般
の
避
難
所
へ
の

避
難
が
困
難
な
方
が
適
切
な
避
難

を
行
え
る
よ
う
に
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
︒
併
せ
て
︑

他
市
の
事
例

も
参
考
に
し

な
が
ら
︑
広

く
市
民
の
皆

様
に
活
用
い

た
だ
け
る
よ

う
な
取
組
へ

の
展
開
も
検

討
し
て
い

く
︒ 問答

高志会
伊藤 青波

防災 豪雨災害について

　
　
特
有
の
健
康
課
題
を
抱
え
る

女
性
が
社
会
の
中
で
活
躍
し
︑

健
康
で
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
は
︑
職
場

の
理
解
や
支
援
な
ど
で
あ
る
︒
女

性
を
は
じ
め
職
員
全
体
が
働
き
や

す
く
︑
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
の

実
現
に
つ
い
て
︑
所
見
を
伺
う
︒

　
　

本
市
で
は
︑
今
回
策
定
し
た

人
材
育
成
・
確
保
基
本
方
針

に
︑
女
性
職
員
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
を
掲
げ
︑
国
で
も
︑

女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
が
検
討

さ
れ
て
い
る
︒
今
後
も
︑
女
性
特

有
の
健
康
課
題
に
対
す
る
職
員
の

理
解
を
促
す
研
修
や
休
暇
制
度
等

の
周
知
に
取
り
組
む
と
と
も
に
︑

国
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
︒
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
は
︑
女
性
以
外
も
働
き
や
す

い
職
場
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
︑

職
員
全
体
が

働
き
や
す
く
︑

生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る

職
場
の
実
現

と
職
員
の
定

着
に
つ
な
げ

た
い
︒

問答

市民クラブ
山見 敏雄

行政 女性職員の働きやすい職場の実現を！

　
　

市
民
は
物
価
高
に
苦
し
み
︑

ま
た
︑
裏
金
問
題
に
よ
る
政

治
不
信
も
あ
る
中
︑
２
千
万
円
も

使
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
な

ど
市
民
が
ふ
ん
ま
ん
や
る
方
な
い

思
い
を
抱
く
の
は
当
然
だ
︒
税
金

の
使
い
方
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
と
考
え
︑
市
長
の
見
解
を
問
う
︒

　
　
本
市
の
文
化
を
祭
り
と
い
う

形
で
宣
伝
し
た
︒
様
々
な
メ

デ
ィ
ア
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に

よ
る
国
内
外
へ
の
発
信
力
と
影
響

を
実
感
し
︑

今
後
の
経

済
波
及
に

期
待
し
て

い
る
︒
市

民
生
活
に

し
っ
か
り

波
及
す
る

よ
う
取
り

組
む
こ
と

が
今
後
の

課
題
と
考

え
る
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○�

一
時
保
育
と
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度

○
河
川
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置

問答

日本共産党
尾上 頼子

税 市民の暮らしとＮＹでのジャパンパレード参加

ニューヨークでのパレードの様子
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介
護
支
援
専
門
員
の
処
遇
改

善
（
人
材
確
保
︑
負
担
軽
減
︑

業
務
量
に
見
合
う
報
酬
）
に
つ
い

て
善
処
さ
れ
な
い
か
伺
う
︒

　
　
介
護
職
の
人
材
確
保
に
向
け

た
魅
力
発
信
と
し
て
︑
中
学

校
で
の
介
護
体
験
を
行
っ
て
い
る
︒

ま
た
︑
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
取
得
及
び
更
新
に
係
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
︒
な
お
︑

介
護
報
酬
改
定
で
介
護
専
門
員
の

取
扱
い
件
数
が
拡
大
さ
れ
報
酬
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
︒

　
　

通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
︑
送

迎
距
離

が
広
範
囲
な

中
山
間
地
域

で
は
事
業
者

の
負
担
が
大

き
い
の
で
︑

支
援
が
で
き

な
い
か
伺
う
︒

　
　
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
効
率

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き

る
仕
組
み
や
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○�

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問答問答

公明党
其原 義信

福祉 介護・高齢者福祉の担い手に厚い支援を！！

　
　

Ｊ
Ｒ
山
口
線
新
駅
設
置
の
調

査
結
果
か
ら
︑
現
時
点
で
は

慎
重
な
検
討
を
要
す
る
と
し
︑
ま

ず
は
利
用
促
進
や
利
便
性
向
上
の

取
組
を
進
め
る
と
さ
れ
た
︒
公
共

交
通
の
目
の
前
の
課
題
に
お
金
も

知
恵
も
集
中
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

　
　
こ
の
調
査
は
山
口
駅
と
湯
田

温
泉
駅
の
中
間
点
を
候
補
地

と
し
て
実
施
し
た
が
︑
検
討
は
一

旦
保
留
と
し
︑
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
進
展
な
ど
を
見
定
め
て
い
く
︒

　
　

昨
年
６
月
議
会
で
︑
新
駅
は

次
期
総
合
計
画
の
選
択
肢
に

な
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ
た
︒
一
旦

保
留
は
中
止
で
は
な
い
た
め
︑
今

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
伺
う
︒

　
　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
新
た
な
需
要

が
千
人
必
要
と
さ
れ
て
い
る

の
で
︑
確
認
の
意
味
で
調
査
を
し

た
が
︑
乖
離
が

あ
り
慎
重
な
検

討
を
要
す
る
︒

何
が
何
で
も
で

は
な
く
︑
広
い

意
味
で
の
公
共

交
通
の
活
用
の

観
点
で
進
め
た

い
︒ 問答問答

日本共産党
大田 たける

交通 ＪＲの新駅より目の前の課題にお金と知恵を！

　
　
多
面
的
な
教
育
支
援
チ
ー
ム

の
必
要
性
︑
ま
た
︑
地
域
の

教
育
拠
点
で
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
今
年
度
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

た
本
市
独
自
の
取
組
で
あ
る

学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ル
ー
ム
事
業
な
ど
︑
地
域

や
医
療
・
福
祉
機
関
と
連
携
を
深

め
る
連
携
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
︒

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
児
童
生
徒
の

居
場
所
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
︑
支
援
の
在
り
方
な
ど
︑

学
校
と
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
よ
り

連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
る
︒
不
登
校
児
童
生
徒
の
対

応
は
明
確
な
答
え
が
あ
る
も
の
で

は
な
い
が
︑
登
校
で
き
る
︑
登
校

で
き
な
い
に

関
係
な
く
︑

応
援
し
続
け

る
こ
と
が
子

供
達
の
社
会

的
自
立
に
つ

な
が
る
と
確

信
し
て
い

る
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○�

部
活
動
地
域
移
行
の
先
行
き

問答

やまぐち有隣会
中野 光昭

教育 誰一人取り残さない教育とは！！

　
　

観
光
振
興
に
お
け
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
で
︑
戦

略
的
に
施
策
展
開
し
て
は
い
か
が

か
︒

　
　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
︑
誘
客
︑

消
費
の
最
大
化
に
向
け
た
取
組
を

積
極
的
か
つ
戦
略
的
に
進
め
て
い

く
︒

　
　
温
泉
む
す
め
と
い
う
全
国
に

あ
る
温
泉
地
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
湯
田
温
泉

に
も
い
る
が
活
用
さ
れ
て
な
い
︒

開
発
コ
ス
ト
や
時
間
を
か
け
ず
に

誘
客
や
消
費
額
増
加
に
つ
な
げ
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
︑
ぜ
ひ

活
用
し
て
は
い
か
が
か
︒

　
　
関
係
団
体
の
意
向
も
踏
ま
え
︑

研
究
︑
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

〇�

先
進
的
な
機
器
を
活
用
し
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

問答問答

やまぐち有隣会
野村 雄太郎

観光 分析と戦略で山口市はもっと稼げる！

温泉むすめの
湯田温泉キャラクター
「湯田薫（ゆだかおる）」
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地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
︑

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い

の
あ
る
地
域
住
民
が
参
加
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
る
︒

現
状
認
識
と
取
組
を
伺
う
︒

　
　
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
地

域
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
︑

参
加
意
欲
の
あ
る
方
だ
け
で
な
く

関
心
の
な
い
方
も
含
め
︑
幅
広
い

世
代
の
参
加
を
促
進
し
︑
参
加
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は

重
要
と
認
識
し
て
い
る
︒
地
域
づ

く
り
活
動
に
参
加
意
欲
の
あ
る
方

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
を
設

け
︑
参
加
方
法
が
わ
か
ら
な
い
方

に
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
活
動
の
場
に

つ
な
ぐ
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
︒
将
来
的
な
人
材
確
保
も
見
据

え
地
域
と
連

携
し
︑
知
恵

を
出
し
合
い

な
が
ら
地
域

づ
く
り
活
動

を
推
進
し
て

い
く
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

問答

やまぐち有隣会
植野 伸一 

協働 高齢化する地域づくりの担い手確保策は？

　
　
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
事

業
の
成
果
と
課
題
︑
今
後
の

不
登
校
対
策
を
伺
う
︒

　
　
設
置
校
３
校
で
合
わ
せ
て
70

名
が
利
用
し
︑
30
名
近
く
が

教
室
復
帰
し
た
︒
心
の
安
定
や
身

体
症
状
の
回
復
が
見
ら
れ
た
事
例

も
あ
る
︒
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー

ム
未
設
置
校
に
は
︑フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

ル
ー
ム
事
業
を

開
始
し
︑
不
登

校
の
未
然
防
止

に
も
期
待
し
て

い
る
︒

交流
部
活
動
地
域
移
行
へ
の
展
望

　
　
部
活
動
地
域
移
行
の
現
状
と

今
後
の
取
組
を
伺
う
︒

　
　

関
係
団
体
な
ど
へ
の
説
明
︑

ヒ
ア
リ
ン
グ
︑
現
状
調
査
︑

児
童
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
︑
現
状
把
握
や
課
題
を

整
理
し
︑
多
岐
に
わ
た
る
検
討
課

題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
︒
移
行
開

始
時
期
を
令
和
８
年
９
月
と
し
︑

地
域
ク
ラ
ブ
化
の
イ
メ
ー
ジ
は
︑

中
学
校
単
位
を
基
本
と
し
︑
各
学

校
の
実
情
に
応
じ
た
組
織
化
を
検

討
し
て
い
く
︒

問答問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

教育 学校・家庭・地域の絆で誰一人取り残さない！

　
　
ス
ー
パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
の
日
常
の
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
︑
小
鯖
や
鋳
銭
司
に
お
い

て
︑
企
業
誘
致
と
同
じ
考
え
方
で

戦
略
的
に
誘
致
で
き
な
い
か
︒

　
　
市
内
21
地
域
の
う
ち
人
口
減

少
が
進
ん
で
い
る
９
つ
の
地

域
を
﹁
農
山
村
エ
リ
ア
﹂
と
位
置

づ
け
︑
地
域
活
性
化
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
︒
居
住
促
進
を

図
る
上
で
買
物
機
能
の
維
持
・
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
︒
買
い
物
機
能
が
不
足
し
て

い
る
地
域
へ
の
新
規
立
地
・
誘
致

に
つ
い
て
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
小
規
模
事
業
者
な
ど
様
々
な
事

業
者
が
お
ら
れ
る
の
で
︑
そ
う
し

た
影
響
も
考
え

つ
つ
︑
今
後
は

地
域
の
皆
様
や

事
業
者
の
皆
様

の
お
話
を
伺
い

な
が
ら
︑
情
報

収
集
を
進
め
検

討
し
て
い
き
た

い
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
行
政
改
革
に
つ
い
て

問答

高志会
有田 敦

生活 地域づくりは不動産！

　
　

昨
年
９
月
議
会
で
︑
公
立
学

校
に
お
け
る
児
童
生
徒
が
欠

席
扱
い
と
な
ら
な
い
平
日
休
暇
の

取
組
を
提
案
し
た
が
︑
山
口
県
は
︑

本
年
６
月
か
ら
︑
県
立
学
校
で
平

日
休
暇
の
取
組
を
開
始
し
た
︒
本

市
で
の
平
日
休
暇
の
取
組
に
つ
い

て
今
後
の
方
向
性
を
伺
う
︒

　
　

県
に
お
い
て
は
︑
休
暇
を
家

族
で
一
緒
に
過
ご
せ
る
仕
組

み
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
︑
休
業

日
以
外
に
家
族
と
と
も
に
校
外
で

の
体
験
や
探
求
の
学
び
活
動
を
考

え
︑
企
画
し
実
行
で
き
る
﹁
家
族

で
や
ま
学
の
日
﹂
を
創
設
さ
れ
︑

県
立
学
校
や
県
内
自
治
体
の
一
部

で
は
６
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
︒
本
市
教
育
委
員
会
も
︑
本
制

度
の
導
入
に
向
け
て
保
護
者
や
学

校
が
円
滑
に
活
用
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を

進
め
︑
２

学
期
中
に

運
用
開
始

で
き
る
よ

う
取
り
組

む
︒

●
そ
の
他
の
質
問

〇
高
齢
者
そ
っ
と
見
守
り
活
動

問答

県都創生山口
倉増 賢治

子育て 市立小中学校「家族でやま学の日」二学期中開始
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路
線
バ
ス
の
運
行
状
況
を
み

る
と
︑
秋
穂
地
域
な
ど
過
疎

地
域
に
お
い
て
乗
客
な
し
で
の
運

行
が
見
ら
れ
る
︒
利
用
促
進
の
取

組
と
し
て
︑
バ
ス
事
業
者
で
は
夏

休
み
期
間
等
に
小
学
生
を
対
象
に

こ
ど
も
50
円
バ
ス
の
取
組
を
実
施

し
て
い
る
が
︑
中
学
生
も
対
象
に

一
乗
車
50
円
で
乗
車
で
き
る
制
度

を
創
設
で
き
な
い
か
︒

　
　
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
に
向

け
︑
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の

取
組
や
交
通
系
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
端
末

機
設
置
支
援
等
に
加
え
︑
市
内
11

の
小
学
校
で
バ
ス
の
乗
り
方
教
室

を
実
施
し
︑
公
共
交
通
へ
の
興
味
︑

関
心
を
育
ん
で
い
る
︒
夏
休
み
期

間
等
に
限
ら
ず
通
年
に
わ
た
り

小
・
中
学
生
が
50
円
で
路
線
バ
ス

に
乗
車
で
き
る
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
は
︑
実
際
の
需
要
予
測
を
は

じ
め
多
く
の
検

討
事
項
が
あ
る

た
め
︑
バ
ス
事

業
者
と
の
協
議

の
場
で
今
後
一

緒
に
研
究
し
た

い
︒ 問答

やまぐち有隣会
冨田 正朗

交通 こども５０円バスの期間・対象者の拡大を！

　
　

中
山
間
地
域
を
は
じ
め
︑
必

要
な
地
域
に
必
要
な
数
の
認

知
症
カ
フ
ェ
が
設
置
で
き
る
よ
う

な
設
置
基
準
の
柔
軟
化
な
ど
︑
今

後
問
わ
れ
て
く
る
認
知
症
カ
フ
ェ

の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
認
知
症
に

関
す
る
相
談
機
能
を
有
し
て

い
る
が
︑
昨
年
実
施
し
た
介
護
予

防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

で
は
︑
認
知
症
に
関
す
る
相
談
窓

口
を
知
ら
な
い
と
回
答
さ
れ
た
高

齢
者
が
62
・
1
％
と
な
っ
て
お
り
︑

ま
ず
は
早
期
に
相
談
で
き
る
窓
口

の
周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
︒
高
齢
者
人
口
や
面

積
な
ど
の
地
域
特
性
や
︑
地
域
住

民
等
か
ら
の
カ
フ
ェ
設
置
や
開
設

を
希
望
す
る
団
体
か
ら
の
要
望
等

の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
︑
同
一

地
域
内
で

の
複
数
開

設
に
つ
い

て
柔
軟
な

対
応
を

行
っ
て
い

き
た
い
︒

問答

未来志行山口
大來 尚順

福祉 より良い認知症対策を目指して！

　
　
今
年
度
策
定
予
定
の
農
山
村

エ
リ
ア
居
住
促
進
計
画
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
︑
地
域
に
よ
っ

て
は
そ
の
範
囲
に
居
住
を
促
進
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
︒
そ
こ
で
各
地
域
に
お

け
る
具
体
的
な
居
住
促
進
を
図
る

区
域
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
現
時

点
で
の
考
え
を
伺
う
︒

　
　
各
地
域
に
お
け
る
生
活
関
連

機
能
の
立
地
状
況
等
の
視
点

か
ら
︑
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
や
分

館
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
に
加
え
︑

小
学
校
を
中
心
と
し
た
お
お
む
ね

半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を

基
本
に
し
な
が
ら
︑
徒
歩
で
の
移

動
範
囲
を
半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
小
鯖
地
域
に
お
い

て
は
国
道
２
６
２
号
沿
い
の
エ
リ

ア
を
居
住
促
進
を
図
る
区
域
と
す

る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
︒
農

山
村
エ
リ
ア
９

地
域
の
皆
様
の

ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し

て
い
く
︒

問答

未来志行山口
米本 太郎

定住 農山村エリアの皆様の声を聞いて計画策定を！

　
　
本
市
の
人
口
も
19
万
人
を
切

り
︑
人
を
引
き
つ
け
る
独
自

の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
︒

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
意
識
し
た

取
組
が
期
待
さ
れ
る
中
︑
学
生
の

本
市
へ
の
就
職
や
定
住
を
図
る
た

め
︑
今
後
ど
の
よ
う
に
大
学
と
の

連
携
や
協
働
を
強
化
さ
れ
る
の
か
︒

　
　
令
和
４
年
３
月
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
︑
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
組
の
方
向
性
を
示
す
山
口
市

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
︑
大
学
等
と
連
携
を
図

る
取
組
な
ど
を
位
置
づ
け
た
︒
Ｌ

Ｗ
Ｃ
指
標
等
も
参
考
に
し
な
が
ら

学
都
山
口
の
ま
ち
づ
く
り
連
携
の

取
組
を
始
め
て
お
り
︑
ま
ず
︑
３

大
学
に
よ
る
人
や
地
域
の
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
に
貢
献
す
る
文
系
Ｄ

Ｘ
人
材
育
成
事
業
と
の
連
携
が
始

ま
っ
て
い
る
︒
今
後
も
３
大
学
と

連
携
し
︑
知
的
︑
人
的
資
源
を
生

か
し
た
様
々
な
施
策
を
進
め
て
い

く
︒ 問答

未来志行山口
安河内 淳朗

都市 市民の生活や幸福度向上に貢献する大学連携

デジタル庁HP
地域幸福度調査
ダッシュボード
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国
は
令
和
３
年
12
月
に
︑
令

和
４
年
度
以
降
の
５
年
間
に

一
度
も
水
稲
の
作
付
が
行
わ
れ
て

い
な
い
農
地
を
直
接
支
払
交
付
金

の
対
象
外
と
す
る
と
打
ち
出
し
た
︒

こ
の
要
件
を
今
年
５
月
に
認
識
し

た
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
地
域
で

は
︑
不
安
や
不
満
︑
憤
り
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
︒
本
市
の
認
識
と

対
応
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

国
の
政
策
転
換
に
よ
り
中
山

間
地
域
で
は
耕
作
放
棄
地
化

が
進
ん
で
い
る
︒
こ
う
し
た
中
で

の
こ
の
た
び
の
変
更
は
︑
南
部
地

域
の
よ
う
に
︑
ほ
場
整
備
事
業
の

新
規
採
択
に
向
け
協
議
等
を
進
め

て
い
る
地
域
で
は
︑
農
地
の
集
積･

集
約
化
︑
担
い
手
の
経
営
基
盤
強

化
等
の
阻
害
要
因
と
な
り
︑
事
業

推
進
に
重
大
な
支
障
を
来
す
お
そ

れ
が
あ
る
大
き
な
問
題
と
認
識
し

て
い
る
︒
本
市

と
し
て
は
︑
制

度
全
般
に
つ
い

て
必
要
な
見
直

し
を
国
に
対
し

粘
り
強
く
要
望

し
て
い
く
︒

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

農業 ほ場整備事業の推進に、まさかの霹
へき
靂
れき
（激震）！

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
︑
現
在
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
想
定
し
︑
検
討
を
進

め
て
い
る
か
伺
う
︒
ま
た
︑
様
々

な
実
施
形
態
が
想
定
さ
れ
︑
な
る

べ
く
早
く
方
向
性
を
示
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
︒

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
開
始

時
期
に
つ
い
て
は
︑
３
年
生

が
部
活
動
を
引
退
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
を
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
こ
と

が
最
も
ス
ム
ー
ズ
と
考
え
る
︒
今

年
度
入
学
し
た
１
年
生
が
３
年
生

最
後
の
大
会
ま
で
部
活
動
に
取
り

組
め
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
︑

開
始
時
期
を
令
和
８
年
９
月
と
し
︑

ま
た
︑
地
域
ク
ラ
ブ
組
織
化
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
︑
中
学
校
区
単

位
で
の
組
織
化
を
基
本
と
し
︑
学

校
規
模
や
部
員
数
な
ど
を
勘
案
す

る
ほ
か
︑
各
学
校
の
実
情
に
応
じ

た
組
織
化
を
検
討
し
︑
検
討
の
節

目
に
お
い

て
︑
き
め

細
や
か
な

情
報
提
供

に
努
め
た

い
︒ 問答

高志会
伊藤 斉 

交流 中学校部活動の地域移行・令和８年９月から！

　
　

防
災
・
減
災
に
向
け
た
取
組

状
況
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　

今
年
度
の
河
川
浚
渫
は
︑
現

地
確
認
や
市
民
の
要
望
︑
各

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
意
見
等
を

基
に
実
施
個
所
を
決
定
し
︑
着
実

に
実
施
す
る
︒
ま
た
︑
内
水
氾
濫

対
策
強
化
の
た
め
に
導
入
し
た
移

動
式
排
水
ポ
ン
プ
４
台
は
︑
事
前

の
訓
練
や
配
置
場
所
の
確
認
を
行

い
出
動
事
態
に
備
え
て
い
る
︒

　
　
地
震
時
の
家
具
等
の
転
倒
に

よ
る
被
害
の
防
止
策
と
し
て
︑

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
購
入
や
取

付
費
用
を
対
象
と
す
る
︑
補
助
金

制
度
の
創
設
を
提
案
す
る
︒

　
　
市
民
へ
の
家
具
類
転
倒
防
止

策
の
補
助
の
ほ
か
︑
自
主
防

災
組
織
に
よ
る
家
具
類
転
倒
防
止

対
策
を
活
動
補
助
金
の
対
象
と
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
︒
こ
う
し

た
先
進
自
治
体
を
参
考
に
し
な
が

ら
補
助
制
度
の
創
設
も
含
め
て
検

討
し
た
い
︒

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

防災 自助・共助・公助で自然災害に強いまちづくりを

山口市
防災ポータル

（市ウェブサイト）

　
　
災
害
時
の
被
災
動
物
及
び
そ

の
飼
い
主
の
安
心
に
つ
な
が

る
取
組
に
つ
い
て
︑
獣
医
師
に
よ

る
避
難
所
の
訪
問
診
療
を
含
め
た

様
々
な
支
援
等
︑
本
市
と
獣
医
師

の
連
携
の
深
化
に
つ
い
て
伺
う
︒

　
　
被
災
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の

け
が
や
ス
ト
レ
ス
等
の
ケ
ア

に
つ
い
て
は
︑
ペ
ッ
ト
と
共
に
過

ご
す
飼
い
主
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
︒
現
在
︑
県
と
県
獣
医
師
会
が

災
害
時
に
お
け
る
動
物
の
救
護
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
︒

本
市
で
は
︑
こ
の
協
定
に
基
づ
き
︑

被
災
動
物
及
び
そ
の
飼
い
主
に
対

し
必
要
な
支
援
を
行
い
た
い
と
考

え
て
い
る
の
で
︑
県
獣
医
師
会
山

口
支
部
と
連
携
を
図
り
︑
円
滑
な

支
援
が
で
き
る
よ
う
︑
早
急
に
調

整
を
行
い
た
い
︒

問答

公明党
山本 敏昭

防災 安心できるペットとの同伴避難に向けて

一緒に避難するにゃ
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　６月27日に「山口市議会スポーツ応援議員連盟」を設立しました。市民の皆様に元気・勇気・
感動を与える力のある本市のスポーツ活動を応援し、市民が一丸となって盛り上げようとする機運
を高めるとともに、スポーツや武道の魅力を発信し、本市の発展に寄与するための取組を進めます。

会　　長　伊藤　　斉
事務局長　鳥養　祐矢
幹　　事　野村雄太郎　倉増　賢治
　　　　　其原　義信　山見　敏雄
　　　　　大田たける
顧　　問　入江　幸江

議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

紙
の
記
事
掲
載
を
契
機
と
す

る
本
市
へ
の
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
︑
観
光
文
化
関
連
施
設
の
利
用

増
加
が
見
込
ま
れ
る
が
︑
長
年
入

館
料
が
据
置
き
の
施

設
が
あ
っ
た
り
︑
駐

車
場
が
無
料
の
施
設

が
多
く
あ
る
︒
持※

続

可
能
な
観
光
を
構
築

す
る
に
は
︑
今
後
︑

使
用
料
の
見
直
し
や

有
料
化
の
検
討
も
必

要
と
考
え
る
が
市
の

見
解
を
伺
う
︒

　
　

使
用
料
等
は
︑
４
年
ご
と
に

見
直
し
を
行
っ
て
い
る
が
近

年
は
改
定
し
て
な
い
︒
昨
今
の
人

件
費
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
︑
施

設
の
運
営
︑
管
理
に
係
る
コ
ス
ト

等
が
増
加
傾
向
に
あ
る
︒
公
共
施

設
の
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図

る
観
点
か
ら
も
︑
適
正
な
負
担
額

の
設
定
に
つ
い
て
各
施
設
の
特
性

を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
︑
社
会
経

済
情
勢
等
を
見
極
め
つ
つ
︑
使
用

料
等
の
見
直
し
を
検
討
し
︑
持
続

可
能
な
観
光
を
促
進
し
た
い
︒

問答

未来志行山口
馬越 帝介

観光 持続可能な観光の推進に向けて

　
　
新
本
庁
舎
市
民
交
流
棟
と
広

場
の
活
用
に
つ
い
て
の
イ

メ
ー
ジ
や
具
体
策
︑
特
に
ス
ト

リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設
置
に
つ
い
て

伺
う
︒

　
　

市
民
交
流
棟
で
は
︑
カ
フ
ェ

や
コ
ン
ビ
ニ
の
設
置
の
ほ
か

に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
活
用
︑

広
場
で
は
︑
マ
ル
シ
ェ
や
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
に
よ
る
販
売
︑
祭
り
の
イ

ベ
ン
ト
等
を
想
定
し
て
い
る
︒
ス

ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
は
本
庁
舎
棟
へ

の
音
漏
れ
に
よ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス

や
執
務
へ
の
影
響
等
︑
開
庁
時
間

内
の
演
奏
に
は
考
慮
す
べ
き
点
が

あ
る
と
考
え

る
︒
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
等

も
同
様
で
あ

る
が
︑
土
日

等
の
閉
庁
日

の
利
用
を
前

提
と
し
て
設

置
の
可
能
性

を
検
討
し
て

い
く
︒

●
そ
の
他
の
質
問

○
山
口
県
農
業
試
験
場
跡
地
利
用

問答

地域政党　やまぐちの風
竹中 一郎

都市 新本庁舎市民交流棟と広場の活用で賑わい創出！

持続可能な観光
地域社会に与える利益を最大化し、
悪影響を最小化する文化や自然に
優しい観光地づくりをいう。

市長に設立を報告

「山口市議会スポーツ応援議員連盟」設立

新本庁舎整備のイメージ図

代表　山本浩二議員（徳孤会から）
　　　冨田正朗議員（南部の風から）
　　　野村雄太郎議員（市民クラブから）

会派の異動がありました会派の異動がありました
（４月22日付）（４月22日付）

安河内淳朗議員（最燃焼 → 未来志行山口）

会派結成　やまぐち有隣会
植野伸一議員（継続力の会から）
中野光昭議員（山口蒼志会から）
宮川英之議員（英知会から）

やまぐち市議会だより　2024.8 14



ようこそ議場へ　

模
擬
議
会
開
催

　
佐
山
小
学
校
６
年
生
23
名
︑
興
進
小
学
校
６
年

生
６
名
が
市
議
会
議
場
を
訪
れ
︑
児
童
の
皆
さ

ん
が
議
員
役
と
な
り
︑
議
会
体
験
を
行
い
ま
し
た
︒

　

議
員
役
の
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
︑
問
題
点

や
疑
問
点
な
ど
︑
た
く
さ
ん
の
質
問
が
行
わ
れ
︑

答
弁
者
で
あ
る
市
議
会
議
員
か
ら
は
︑
そ
の
対

策
な
ど
に
つ
い
て
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

現在、山口市がかかえている
大きな課題はどのような

ことですか？

山口市の小中学生に伝えたい
ことをお話しして
ください。

佐山小学校佐山小学校

興進小学校興進小学校

やまぐち市議会だより　2024.815



議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
https://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

● 14日 市議会だより等編集委員会（以下、「編集委
員会」）、議会運営委員会

● ２８日 編集委員会

● ５日 第９０回山口県市議会議長会定期総会
● １０日 編集委員会
● １５日 会派代表者会議、議会運営委員会
● ２２日 会派代表者会議、議会運営委員会
● ２３日 中国市議会議長会第１５４回定期総会（～

24日）

● ７日 議会運営委員会
● １０日 会派代表者会議、議会運営委員会
● １７日 第２回臨時会、会派代表者会議、議会運営

委員会
● ２１日 全国温泉所在都市議会議長協議会第５３回

総会
● ２２日 全国市議会議長会第１００回定期総会

● ３日 会派代表者会議、議会運営委員会、執行部
説明会、広報広聴委員会、編集委員会

● １０日 議会運営委員会、第３回定例会初日（～７月
１日最終日）

● １１日 議会運営委員会
● １７日 編集委員会
● ２７日 山口市議会スポーツ応援議員連盟設立総

会、編集委員会

● １日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（４月～６月）１団体
　４月２５日 大分県豊後大野市議会
行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

議会の主な動き

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

３月
9/8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 10/1 2 3 4 5

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

6 7 8 9 10 11 12

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

敬老の日

秋分の日 振替休日

次号は 11月 15日発行です

委員長　大田たける　　副委員長　中野光昭
委　員　鳥養祐矢・安河内淳朗・米本太郎・植野伸一
　　　　倉増賢治・山本敏昭・有田　敦・部谷翔大

市議会だより等編集委員会

編　集　後　記
　新年度、臨時会で新たな体制となり迎えた６月定例会の
模様をお届けします。紙面では極力要旨を絞って掲載し、詳細は
二次元コードからご覧いただけるように見やすく分かりやすい
紙面を心がけています。お気軽にご意見ご感想をいただければ
幸いです。（大田）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…８月２８日（水）まで　請願の受付…９月４日（水）まで

４月

５月

６月

７月

串小学校閉校式（３月２３日）柚野木小学校閉校式（３月１９日）

や
ま
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ち
市
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